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共立薬科大学
Ann, Rept. Kyoritsu 
Coll. Phnn 

脳死・臓器移植に関する意識調査

一一薬学生及び卒業生を対象として一一

福島紀子，新井雅恵 阿部多美子，山本理子

A Survey on the Issue of Brain Death and Organ Transplants. 

-The views of Our College Students and Graduates -

Noriko FUKUSHIMA, Masae ARAI, Tamiko ABE and Mitiko YAMAMOTO 

A government advisory panel, related to brain death and organ transplants, was set up 

in February 1990. 
Public consensus in Japan is now that the idea of brain death is becoming accepted. 

The Ad-Hoc Commission on Brain Death and Organ Transplants made the recommendation 

in its final report in January 1992. It is a matter of great concern for field pharmacists. 

We carried out a survey of our students and graduates on this controversial issue. 

〔はじめに〕

医療の世界で，人が人として扱われる期間は，基本的にはその誕生に始まり，その死で終えん

する。安全に生を受け，可能な限り長く，いかにその生を全うすることが出来るかと言うテーマ

に，専門的な知識と技術を持って個々のケース毎に支援するのが医療の本質であれば，我々医療

の一端を担う薬学関係者にとっても，人の生命の始まりとその終わりの定義は大変重要な意味を

持つ。日本では1985年に！草生省「脳死に関する研究班Jが「脳死判定基準」を公表し1），人の死

を心停止から脳死で取り扱うと言うように死に対する基準が変わりはじめた。そして 1990年 3

月に臨時脳死及ぴ臓器移植調査会（脳死臨調）で審議が開始され， 1991年6月に少数意見を別

添とする脳死・臓器移植容認の中間意見が公表された2)-3）。さらに 1992年1月には脳死を「人

の死」とし，脳死者からの臓器移植を認める最終答申が発表された4）則。こうした変化の根底

には，臓器移植技術の発達と，いかに多くの人を助けるかと言う医療の本質が大きく影響してい

ることは事実である。しかし単なる医療技術の論議の中だけで，人の死を決定するこが出来ない

のも事実である。国毎に全く違う宗教観や，各自の持つ死生観，年齢による死との距離の差など

を含めて，大多数の人の文化的コンセンサスを得てはじめてこうした基準の変化は，本質的な効

力を発樺するものと考えられる。医療の本質の係わるこうした変化の兆しに対し，将来これに携

わることになる当大学の学生及びすでに活動している卒業生の考え方やそのとらえ方を調査し，

世論調査や他機関の調査結果と比較検討することで，「脳死・臓器移植Jの薬学教育に対する影
響を考察した。

〔開査対象と方法〕

調査対象者は当大学 3,4年生及び卒業生の 30,50歳代である。自記式調査表を依頼し学生は

授業時に出席者に配布しその場で回収（回収率81.8%），卒業生には郵送法により実施した。
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対象者
学生（ 3 , 4 年生）

卒業生（ 3 0歳代）
占業生（ 5 0晶代）

（回収率38.2%) 

表1 アンケート実施状況

布数回収数回収率
286 233 81.5% 

192 
L90 
38. 4% 
38. 0% 

方法 ｜ 実施期開
業時に 11991年
自記式調査 17月中句～下句
郵送法 ll 99 L年
郵送法 18月中句～下句

実施期間は学生に対しては 1991年7月中旬～下旬，卒業生に対しては 1991年 8月中旬～下

旬であった。（表 1) 

〔鯛査結果〕

1) 脳死について

まず「脳死とはどういうことか知っていますか」という質問をしたところ，全体では「よ

く知っている」 7.5%，「だいたい知っている」は 77.2%となり，「よく知っている」と回

答している人は，学生で 4.3%, 50歳代では 11.1%と年代が上がるにつれて増加してい

る。脳死という言葉を知っていても内容についてはどの程度理解しているのかを知るため，

脳死状態の心臓，呼吸，瞳孔などについて 8つの質問を行った。これらの質問とその正解

率を表 2に示した。「心臓が動いている」「回復の可能性なしJ「脳波が平坦である」は 90%

以上の正解率であったが，「脳死の発生率が1%」と答えた人は全体で27.3%と最も低かっ

た。 0.01%, 0.1%と回答した人があわせて 38.0%おり，脳死の発生率については実際よ

り低いと思っている人の方が多い結果となった。また 6間以上の正解者は全体で76.9%お

り学生が68.7%で最も低い結果となった。

「一般的に考えて脳死段階で人の死と判定してよいと思うか」という質問をしたところ全

体では「よい」 15.4%，「どちらかと言えばよい」 38.7%で54.1%の人が賛成派であり，

年代があがるにつれて「どちらかと言えば判定しない方がよい」「判定しない方がよい」を

選んだ反対派の割合が増加した。賛成派の理由で主なものは，「人間らしい生き方が出来な

いのに生きているのは問題がある」 83.0%や，「費用や家族の負担を考えると早く死を決定

表2 脳死状態についての理解の状況

質問内容 選 択 肢 正答率（覧）

心臓が ：畿：漁業日務者g 動いていない 96.6 

自分で呼吸が できる 殺意：i灘：綴 82,6 

血圧が自分で 維持できる 灘：鎖線量f:il議議撃事 70.6 

瞳孔が ：散：謙；場議 散大しない 63. 1 

回復の可能性が ある 務純 91. 7 

脳波が 務i議議議議： 正常である 92.0 

意識が ある 按W 99,0 

脳死の発生率は o. 01% o. 1%繍 l0% 20% 30% 50% 70% 27.3 

注） は正解を示す
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褒3 脳死状態の理解度と判定の賛否の関係

賛成派｜反対派 ｜わからない｜ 計
38 (63.3)1 3 (5.0) I 19 (31.7) I 60(100.0) 
129 <57. 7)1 16 <7. Ol I 79 <35. 3) 1224 <100. Ol 
1 o 5 < 5 5 . 5 l I 1 9 < 9 . 9 l I 6 5 < 3 4 . 6 l 11 a 9 < 1 o o . o l 
7 2 c s o . 7 l I 1 4 < 9 . 9 l I 5 6 < 3 9 . 4 l 11 4 2 c 1 o o . o l 

（） は%を表わす

衰4 脳死判定と家族腔

選 択 肢 両親とも傭膿 両親又はどちらか 両親又はどちらか
一方が病究がち 一方が死亡

判定してよい 20 (14. 2) 9 ( 19. 6) 26 (14.3) 
どちらかといえばよい 55 ( 39. 0 l 18 ( 39. 1) 63 (34.6) 
どちらともいえない 49 (34. 8) 14 ( 30. 4 l 65 (35.7) 
どちらかといえばよくない 11 (7. 8) 3 (6. 5) 21 ( 11. 5) 
判定しない方がよい 5 ( 3. 5) 2 ( 4. 3) 6 (3. 3) 
無回答 ( 0. 7) 。( 0. 0) ( 0. 5) 

計 141 (100. 0) 46 (100. 0) 182 C 100. 0) 

した方が良いJ74. 7%であった。また反対派の主な理由は，「心停止まで待った方が良いJ
74.0%や，「医師の脳死判定を信用できないからJ38. 0%であった。
前述の脳死についての質問の正解数で脳死の判定についての考え方を見ると，高得点にな

る程賛成派が増加した（表3）。

さらに 30歳代， 50歳代に関して両親の状況を「両親とも健康J「両親又はどちらか一方

が病気がちJ「両親又はどちらか一方が死亡Jに分類し，先の質問の結果を調べてみると，
身近な人の死を経験したことのある人は脳死の判定に対し消極的であり賛成派が48.9%と

最も低い割合であった（表 4）。

脳死というものを臓器移植を前提として考えるか，あるいは臓器移植と切り離し人の死と

して考えるかという質問をしたところ，全体では「臓器移植を前提としたものとして脳死を

考える」と回答した人が29.4%となった。この制合は年代別では30歳代が34.9%, 50歳

代が21.1%，家族歴別では身近な人の死を経験したことのある人が23.6%と低い値であ

っfこO

2) 臓器移植について

「脳死者からの臓器移植を推進したほうがよいかJという質問に対して「進める方がよい」
「どちらかというと進める方がよい」と回答した推進派の人が全体で74.8%いるが，この割

合も年代があがるにつれて減少しており 50蔵代では55.3%という結果となった。また家族歴

でみると，身近な人の死を経験した人は， 57.1%と低い値であったD 推進派の主な理由は

「提供者またはその家族の同意があれれば良いJ75. 0%や，「人の命を救えるので」 66.7%で
あり，反対派の主な理由は，「寿命を動かすのは自然の県理に反するJ54. 3%，「成功率が低
しリ 39.7%であった。

次に臓器提供に関して自分の場合と家族が脳死者となったときの関係をみると（表5），ま

ず自分が脳死者となったら臓器を「提供してもよいJと回答した人が全体で356人（57.9%) 

いるが，この中で家族が脳死者となったときの臓器提供の有無を質問すると「わからなし＝」
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（自分と家族の関係）

無回答
2 ( 0. 6) 
0 ( 0. 0) 
0 ( 0. 0) 

計

356(100.0) 
100(100.0) 
158(100. 0) 

臓器提供について

家族が脳死者となったとき
供してもよい膿供したくない｜わからない
146(41.0) I 48(13.5) I 160 (44.9) 
o (0. O) I 96(96. 0) I 4 (4. 0) 
4 (2. 5) I 39(24. 7) I 115 (72. 8) 
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と回答した人が44.9%と最も多くなり，次に「提供してもよい」 41.0%という結果になっ

た。

また臓器提供と移植希望の関係について調べてみると（表 6）「自分が脳死者となったら

臓器提供をしてもよい」と回答している人のうち「自分が移植が必要な，患者だったら移植を

希望するJと回答した人は 41.6%と減少した。「自分が移植が必要な患者だったら移植を
希望しますかJという質問に対しては全体の 31.5%の人が希望すると回答している。そし
て「自分の子供が移植が必要なd患者だったら移植を希望しますか」という質問に対しては希

望する人の割合は 58.7 %に増加している。しかし 50歳代では，自分が移植を必要とする場

合でも 12.1%，子供が移植を必要とする場合でも 34.7%と，移植を希望する人の割合は

かなり減少している。実際に子供のいる人といない人を比較してみると，子供のいる人の方

が移植を希望する人の割合も増加している結果となった（表 7)。最後に臓器移植を行うに

あたって多くの治療費を必要とし，手術後免疫抑制剤を一生服用しなければならないことを

付け加え，移植希望の有無を質問したところ（表8）「希望する」と回答した人の割合は全

体では 31.5%から 19.5%に減少し，学生で21.0%も減少し最も変化がみられた。

3) 生体肝移植について

日本では脳死者からの臓器移植がまだ認められていないため，生きている人からの肝臓の

一部を移植する生体肝移植をおこなっている。そこでこのことに関す・る考えを聞いたところ

「やむを得ないJと回答した人が全体で76.1%と最も多かった。しかし年代別では 50歳代
になると 62.1%に減少している。次に「生体肝移植で自分の子供に自分の肝臓を提供でき

るかJという質問をしたところ 69.1%の人が「提供できる」と回答しており，この割合も
年代があがるにつれて減少している。

次に生体肝移植における肝臓提供と移植希望の関係をみると自分の肝臓は子供に提供でき

ると回答していても子供からは「希望しないJ「わからなしづと回答している人が9割以上

を占めている（表 9）。

計

356(100. 0) 
100(100.0) 
158(100.0) 

臓器提供と移植希望について表6

自分が移植が必要になったとき
希望する l希望しない ｜わからない
148 (41. 6) I 84 (23. 6)1 121 (34. 0) 
11(11.0) I 55 (55.0)I 34 (34.0) 
35 (22. 2) I 39 (24. 7)1 84 (53. 2) 
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自分の子供が移植が必要になった時の移植希望の有無

る
一
な

4
N一品
μ

供
一
供

計
295(100.。）
80 ( 100. 0) 

望しないめからない
36(12.2)1 98(33.2) 

11(13.8)1 36(45.0) 

4 

望する
161 (54. 6) 
33(4l.3) 

表7



No. 37 (1992) 

移植希望の有無

学 生 3 0 代 5 0 代 全 体

時希 聾する 100 (42. 9) 71 (37.0) 23 02. l) 194 (31. 5) 
望しない 34 (14.6) 39 (20. 3) 105 (55. 3) 178 (28. 9) 

① わからない 98 (42. l) 81 (42.2) 60 (31. 6) ~39 (38. 9) 
無回答 l ( 0. 4) l ( 0. 5) 2 ( l. l) 4 ( 0. 7) 
計 233(100.0) 192(100.0) 190 (100. 0) 615 (100. 0) 

布希 望する 51 (21. 9) 49 (25. 5) 20 (10. 5) 120 (19. 5) 
望しない 56 (24. 0) 51 (26. 6) 120 (63. 2) 227 (36. 9) 

② わからない 124 (53.2) 92 (47. 9) 44 (23. 2) 260 (42. 3) 
無回答 2 ( 0. 9) 。( 0. 0) 6 C 3. 2) 8 ( 1. 3) 
計 233 (100. 0) 192 ( 100. 0) 190 (100. 0) 615 (100. 0) 

襲8

移植を希望するかと質問した場合
治療費・薬の情報を与えた後に、移植を希望するかと
質問した場合

① 
② 

計

425(100.0) 
39(100. 0) 
150(100.0) 

生体肝移植における肝臓提供と移植希望の関係

白
川
町
一
…

襲9

自分の子供から肝臓の移植を希望するか
希望する ｜希望しない ｜わからない
21 <6. 4) I 262 (61. 8) I 135 (31. 8) 
1 (2.6l I 37 (94.9) I 1 (2.6) 
1 (0. 7) I 99 (66. 0) I 50 (33. 3) 

自分の子供に自分の
臓を提供できるか
できる
できない
わからない

最後に脳死や臓器移植についてのマスコミの取り上げ方についての質問をしたところ「報

道にかたよりがあり疑問があるJと回答した人が33.2%と最も多く次に「マスコミのおか
げで興味をもつようになった」 31.8%の順となった。

〔考察〕

今回の調査より脳死・臓器移植に関する意識は学生・卒業生では年代において差がみられ，特

に50歳代で消極的な意見が多く見られた。脳死の判定については，「脳死を人の死と思うJの回
答を他機関の調査と比較してみると（表10）世論調査19）では 44.6%，医師に対する調査20）で

は60.6%であり，今回の調査結果は 54.1%となり，一般的な人々の考え方より賛成派が多く，

医師の集団に近い値となった。そして脳死という状態をよく理解しているのものは，更に賛成派

が多い結果となった。年代別にみると，年代が上がるほど脳死を容認する人の割合は減少した

が，世論調査や医師に対する調査でも性別，年齢別による意識に同じ様な傾向がみられた。また

両親が健在か・子供がいるかいないか等の個人をとりまく環境もこれらの意識に大きく影響を与

えているという結果が得られ，その人が過ごしてきた年月・環境がかなり強い因子として働いて

いることが推測される結果であった。

脳死を人の死と思うか褒 10

既師お）

60.6 
20. 1 
18.6 

一
一
山
一
山
一
川

5 

K大学
思う I 54. 1 
思わない I 10. 6 
わからない I34. 8 
＊数字は%を表す
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今回の結果は，一般の人よりは医療に関係のある集団が対象であることから，ある程度薬の事

など知識があると思われる。しかし，臓器移植についての希望を聞いた後で，治療費・薬の事を

付け加えると，移植を希望する人が減少した。これは特に学生に多くみられたが，臓器移植を考

えるとき，脳死問題には結び付いても，移植の後の治療や薬のことまで考えが及ばないことを示

唆するものと思われる。マスコミの報道などに偏りがあるとの意見もあったが，「脳死者からの

臓器移植を認めるか」ということが中心に議論されることが多く，脳死による死の判定は，臓器

移植のためと考えてしまう可能性もある。今回の結果からも 3割の人が臓器移植を前提として

脳死を考えていた。本来，死と言うことと，臓器移植は切り離して議論されるべきである。脳死

の定義をもっと人々に分かりやすく説明し，理解を得る必要があると思われる。そして臓器移植

についても移植手術だけでなく，移植後の治療の問題などを含めた情報の提供が必要であると思

われた。

〔結論〕

脳死臨調から最終答申が出され，少数の反対意見を含んでいるものの，日本でも人の死を，脳

死で判定するいう方向に変わってきた口この変化はようやく始まったばかりで，実際には細かい

規定が出来上がっていない為，特に法規的な裏づけが不可欠な脳死者からの臓器移植は具体化し

て進んでいるとは言えない現状である。しかし時代は確実に脳死判定・臓器移植の方向へ向かっ

ているはずである。移植に関する環境が整えられていくなかで，薬剤師も医療の一端をになうも

のとして，自らの役割分担を明確にし，これを活動の基礎として，積極的に参加していかなくて

はならないと思われる。残念ながら今回の結果から特に学生については，脳死や臓器移植を取り

巻く諸問題についての知識が，明確な意志を持って自らの意見を明らかにするほど高いとは言え

なかった。これから学生達が社会で，薬学技術を駆使した医療活動を通して活躍するためにも，

大学は，学生のうちから脳死や臓器移植といった医療の中で今論じられている問題に関心を持つ

様な教育環境を積極的に用意すべきだと考える。
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